
Iz原古墳群調査服告2

一位置と環境

1 地理的環境（第1図）
ひらぱる

阿蘇の自然平原古墳群が所在する阿蘇地方は、九州本島の中央部に位置する阿蘇山を中心とした

地域である。熊本県北東部から大分県西部・宮崎県北西部にかかり、中央火口丘群・カルデラ・外輪

山・高原地帯からなる自然豊かな地域である。
ねこ たか なか

中央火口丘群はカルデラ内の中央部に位置する。そのなかでも東から順に根子岳・高岳・中岳・
えぽし きじま ごがく

烏帽子岳・杵島岳は阿蘇五岳と呼ばれており、中岳は今もなお噴火活動を続けている。カルデラは東

西18km、南北25klllの楕円形をなしている。それは中央火'二|丘群によって二分され、その北側は阿蘇

谷、南側は南郷谷と呼ばれ、標高はともに400～500mほどである。また、阿蘇谷には黒川、南郷谷
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一位置と環境

たての

には白川が東から西に向かって流れている。 これらはカルデラ西端で合流して白川となり、立野火口

瀬、熊本平野へと流れ有明海へ注いでいる。

阿蘇地方は九州山地型の気候区に属する （川西1994)。九州山地型は気温が低く、降水量が多いこ

とを特徴とする。阿蘇地方は、夏は涼しいが冬の寒さは厳しく、降水量は特に梅雨に多い。降水量が

多いことは阿蘇地方にさまざまな影響を与えてきた。まず阿蘇地方に豊富な水資源がある要因となっ

た。そして、 自然災害をもたらしてきた。 2012年夏には、豪雨によって河川氾濫や土砂災害が発生

した。河川の増水によって被害は阿蘇地方だけでなく白川下流の熊本平野でも発生し、いまだその爪

痕が残っている。

阿蘇山周辺では火山活動の影響から温泉が多く湧いており、地元の人々をはじめ観光客にも親しま

れている。特に阿蘇谷北西部の内牧地域は温泉街としてよく知られている。また、外輪山の裾野に広

がる高原地帯は阿蘇の風物詩のひとつである赤牛の放牧に利用されている。

平原古墳群このような阿蘇地方では古墳時代になると多くの古墳が築造された。調査対象とした
とおみがはな だいかんぽう

平原古墳群もその一つである。平原古墳群は阿蘇谷の北側、遠見ヶ鼻（大観llI華） と象ヶ鼻に挟まれた
おくら

外輪山から岬状に南へのびた尾根上に位置する。平原古墳群は東側の山田地区と西側の小倉地区にま

たがっており、標高は500～530mである。平原古墳群のある尾根の南側には平野が広がっており、

黒川が流れている。また、平原古墳群から見て南東の阿蘇谷平地部には中通古墳群が存在する。中通

古墳群は熊本県全域においても中心的な古墳群の一つとされ、樹木がなければ平原古墳群と互いを視

認しうると推測される。

阿蘇の成り立ち世界有数のカルデラをもつことで有名な阿蘇山であるが、その成り立ちは複雑で

ある。鮮新世(約520万年前～160万年前)の初期から更新世(約160万年前～1万年前)後半にかけて、

数多くの火山が活動していた｡それらはカルデラ形成の原因となった「阿蘇外輪火山」であり、現
くらだけ おのたけ せいえいざん たかじようや

在の外輪山とは異なるものとされている。鞍岳・尾ノ岳・遠見ヶ鼻（大観峰） ・清栄山・高千穂野・
かんむりがたけたわらやま

冠ケ岳・俵山などは火山活動後に残された阿蘇外輪火山の一部である （渡辺2001)。阿蘇外輪火山は

大きく分けると4回に渡って火砕流を伴う火山活動を起こした（約27万年前･ 14万年前・ 12万年前。

9万年前)。 この4回の活動によりカルデラと外輪山が形成され、カルデラ内に雨水がたまりカルデ

ラ湖が生じた。 この湖が古阿蘇湖であり、立野火口瀬から水が流出したことで消滅した。存続期間は

明らかになっていない。その後一度開いた立野火口瀬が中央火口丘群から流れ出た溶岩でせきとめら
く ぎの

れ、南郷谷で久木野湖、阿蘇谷で阿蘇谷湖が生じた。久木野湖は約4万年前に消滅し、阿蘇谷湖は縄

文時代早期まで存在していたと推定される。カルデラ湖消滅以後、カルデラ内は湿地から次第に人間

の居住に適した環境へと変化した｡このことによって人間がカルデラ内に進出し､居住するようになっ

たと考えられている。

地質阿蘇地方の地質は、最上層が黒ボク土居であり、その下にアカホヤ層、 ローム層、そして
あいらたんざわ

姶良丹沢火山灰層という''|頁に積み重なっている。カルデラ及び中央火口丘群周辺の土壌の多くは噴火

に伴う火山噴出物からなっており、多くの場所では最上部に火山灰が堆積している。中央火口丘群の

岩石は多種多様だが、その大部分は輝石安山岩である。外輪ll_|の上部の岩石は阿蘇外輪火山の'直出物

だが、それより下部にある岩石は阿蘇外輪火山より古い火山あるいはその火山の'質出物である。

平原古墳群が所在する山田地区の表層は、大観峰付近のカルデラ壁に露出する輝石角閃石デイサイ

ト火砕岩（安山岩質岩石）であり、約27万年前の大規模な噴火以前の先阿蘇火山岩類である。露出

が限られているため、その産状ははっきりしていない。 （津田）
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2．歴史的環境

（1 ）阿蘇の原始・古代

弥生時代以前阿蘇地域における生活の痕跡は旧石器時代から認められている。ただし、カルデラ

湖の存在が想定されるカルデラ内ではなく、外輪山の山頂付近の平地部に数箇所遺跡が分布する。カ

ルデラの外輪|｣I周辺には湧水と石器石材の露頭が点在することから、そこは石材を採取する人々の

キャンプ地であったと考えられる。

縄文時代になるとカルデラ湖は消滅する。そのため当時代の遺跡は標高470～480mのカルデラ内

から標高520～740mの外輪山斜面、丘陵部に点在するようになる。阿蘇地域では縄文時代草創期か

ら|晩期までの土器型式が発見されているが、阿蘇地域固有の土器型式はみられない。 しかし、九州の

中央に位置し、九州各県へ東西南北に流れる河川の水源が存在しているという阿蘇地域の地理的位置

のため、各方面からもたらされた遺物が出土している。 このように、阿蘇地域は九州各地をつなぐ結

節点であった。

弥生時代になると、 よりカルデラ内に人間の活動範囲が広がっていく。石包丁や籾などが検出され

た遺跡があり、カルデラ内では阿蘇谷側で少なくとも弥生中期後半に稲作が開始されていたことがわ

かっている。弥生時代の遺跡は、カルデラ内の微高地に立地する。すなわち標高400～500mの外輪

山麓、黒川の自然堤防上や中央火口丘群の微高地に分布し、中期以降、特に後期に入ると遺跡が大幅

に増加する。なかでも阿蘇谷の西側に遺跡が集中する。その理由として考えられているのが、ベンガ

ラ （赤色顔料） と鉄である。阿蘇谷西側には、ベンガラの原料となる沈殿褐鉄鉱床が広がっている。

さらにこれは鉄の原料となった可能性もあり、今後の重要な検討課題である。 （松本）

古墳時代以降古墳時代になると、阿蘇地域でも次第に大規模な古墳築造が行われるようになった。

このことはおよそ260基の古墳と56の古墳群が確認されていることからも容易に想像できる。

前期の古墳の様相は不明確だが、箱式石棺や方形周溝墓の存在が確認されている。 これらは弥生時
もとむら なかおおむら

代の流れを引くものである。代表的な例では|卯I蘇谷の阿蘇市本村石棺、南郷谷の高森町中大村古墳群

がある。本村石棺は、出土した二重'二|縁壺から前期に比定されることは確実である。中期になると、
なかどおレノ

大規模な墳丘を持つ古墳が築造されはじめ、熊本県地域でも中心的な古墳群の1つである中通古墳
ながめづか

群が造られる。そこに含まれる長目塚古墳は墳長lll.5mで周濠を持つ大規模な前方後円墳である。

その前方部主体部は竪穴式石室であり佑製内行花文鏡や鉄刀、鉄嫉、玉類など多数の副葬品が出土し

た。また壺形埴輪と円筒埴輪も多数検出されており、今回調査を行った平原6号墳から出土した壺形

埴輪との関係性を見るうえでも重要な古墳である。中期後葉から後期になると、横穴式石室が主体部
にしての かみみくら しもみくら

に採用されるようになった。その代表例として、阿蘇市西手野古墳群に築かれた上御倉古墳・下御倉
むかえびら

古墳が挙げられる。また阿蘇市迎平古墳群は8基以上の円墳で構成され、 6号墳からは環状乳画文
しおづか

帯神獣鏡が出土した。ほかに、馬具や武器が多く出土した阿蘇市塩塚古墳、標高およそ730mの高所
しろやま

に立地する城山横穴群などが知られている。

古墳時代の集落は詳しい調査が行われていないため不明な点が多い。阿蘇谷東側の水質と土壌は水

田稲作に適しているため、 ここに集落が営まれていた可能性が高い。今後の重要な検討課題である。

大化改新の後、肥後国の成立にともない阿蘇郡が設置された。阿蘇郡を統治する郡司は、阿蘇国造
やくいん1 る

であった阿蘇氏が務めた。郡衙は阿蘇市一の宮町役犬原地区にあったと考えられている。阿蘇氏は、

拠点を移しつつ大宮司家として平安時代から室町時代にかけて繁栄を極めた。 しかし、戦国時代末期

における島津氏の侵攻や豐臣秀吉の九州平定の影響を受けて衰退の道をたどった。 （幣島）

へ
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（2）九州の壺形埴輪（第2 ． 3図、第1表）

九州における壺形埴輪の検討､編年案の作成は小口妙子(1985)､片岡宏二(1985)､村上久和(1988)、

田中裕介(1995)、竹中克繁(2004)の各氏によってなされている。なかでも竹中克繁氏は九州各地

の壺形埴輪出土古墳を選別し、属性分析によって編年案を作成した。 2000年には九州前方後円墳研

究会において円筒埴輪や形象埴輪も含めて九州出土埴輪が集成された。 しかし、壺形埴輪に限定した

集成はこれまで行われておらずその様相が十分に把握されているとは言えない。そこで九州における

壺形埴輪の出土状況を概観するために集成を行い（第1表)、分布図を作成した（第3図)。その結果

を踏まえ九州の壺形埴輪についての概要を述べたい。

なお、壺形埴輪の定義は研究者によって異なるが、 ここでは「古墳ないし祭祀遺構に伴う、底部に

穿孔が施された壺形の土器」 とする。壺形埴輪の底部穿孔技法は「焼成後穿孔｣、 「焼成前穿孔｣、 「焼

成前成形」の3つに分類した。 「焼成後穿孔」は焼成後に穿孔を施すものである。 「焼成前穿孔」は底

部を一度作り、焼成前に穿孔を施すもの、 「焼成前成形」は底部をあらかじめ作らず、開いた状態で

成形するものである。

時期と分布九州における壺形埴輪はおもに前方後円墳集成編年（広瀬1991) (以下、集成編年と

する） 1～5期頃、つまり古墳時代前期から中期前葉の時期幅で見られる。また、壺形埴輪の出士は

ほぼ九州全域で見られるが、長崎県地域においては確認されていない。
せふり

佐賀県地域出土は4例と少ないが、福岡県と佐賀県の県境にまたがる脊振山地の周辺に点在して

見られる。脊振山の北側には福岡平野、南側には佐賀平野が広がる。佐賀県地域ではいずれにおいて
かんざき

も二重口縁壺形埴輪のみが出土している。脊振山の西北側に所在する神埼郡吉野ケ里町松の森遺跡は

集成編年2期に位置づけられ、初現期の壺形埴輪が出土する◎当遺跡の壺形埴輪は胴部径が胴部高を

上回り扁平ともいえる胴部形状を持つ。器壁が非常に薄く、寸法はあまり大きくない。また底部は焼

成前穿孔が施される （第2図6)。
なか

福岡県地域出土は県西部に集中しており、中でも那珂川流域に多く見られる。那珂川は福岡平野

の中央部を北流しており、福岡県筑紫郡那珂川町と佐賀県神埼郡吉野ヶ里町との町界を形成する。那

珂川流域においては福岡市卯内尺古墳、 ｜司市老司古墳、那珂川町安徳大塚古墳、小郡市津古生掛古墳

から出土している。なかでも津古生掛古墳は集成編年1期に位置づけられ、佐賀県神埼郡吉野ヶ里町

松の森遺跡と|司様の器形をもつ初現期の壺形埴輪が出土する （第2図1～3)。 さらに、筑後川流域

に所在するうきは市吉井町竹重l号墳においても両古墳と同様の器形をもつ壺形埴輪が出土している

(第2図5)。当古墳も集成編年1期に位置づけられる。

大分県地域出土はおもに大分平野と豊後大野市三重地区に見られる。大分平野は大分県中部の別

府湾岸に位置しており、平野部の少ない大分県内では屈指の広さを誇る平野である。大分平野におい

ては集成編年3～5期に位置づけられる壺形埴輪出士古墳が集中しており、単口縁の壺形埴輪のみ出

土する。豊後大野市三重地区には大野川の支流である三重川が北流する。当地区には大分平野と同様、

集成編年3～5期に位置づけられる壺形埴輪出土古墳が集中している。

ところで、周防灘に面する中津市所在の勘助野地1号墳は集成編年5期に位置づけられ、最終段階

の壺形埴輪が出土する （第2図18･ 19)。当古墳の壺形埴輪は長胴で胴部器壁は厚手で寸法が大きい。

また、当古墳の壺形埴輪は、いったん底部を厚い平底に成形したのちに改めて鋭利な工具で荒っぽく

穿孔を施すという特徴的な技法をとる。 この技法は平底後穿孔（田中1995) とされるもので、同様

の技法は三重町重政古墳においても見られる。
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